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四
月
十
Ｌ
か
ら
Ｊ

¨
Ｃ
Ｏ

Ｍ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（地
デ

ジ
ーー
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
の
高
槻

市
広
報
番
組

「情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ

ワ
イ
ド
た
か
つ
き
」
の
コ
ー

ナ
ー

「高
槻
見
聞
録
」
で
五

領
地
区
が
い
よ
い
よ
紹
介
さ

れ
ま
す
。

こ
の
番
組
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
イ
市
民
会
議
、
Ｊ

¨
Ｃ
Ｏ

Ｍ
、
高
槻
市
が
協
働
し
て
企

画
さ
れ
、
製
作
さ
れ
る
も
の

で
、
濱
田
剛
史
市
長
と
女
性

リ
ポ
ー
タ
ー
が
三
十
二
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
巡
り
、
和

や
か
に
各
地
区
の
歴
史
遺
産

や
地
区
の
特
色
あ
る
ス
ポ
ッ

ト
を
訪
れ
、
各
地
区
の
魅
力

を
伝
え
る
も
の
で
、
平
成

二
十
八
年
十
月
か
ら
各
地
区ひちりきの説明を受ける

を
順
次
紹
介
し
て
お
り
、
五

領
地
区
は
、
何
時
か
ら
で
す

か
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
の
十
二
月
二
十
七
日

に
連
合
自
治
会
役
員
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
市
民
会
議
ま
ち

づ
く
り
部
会
長
、
Ｊ

一
Ｃ
Ｏ

Ｍ
デ
イ
レ
ク
タ
ー
、
高
槻
市

営
業
広
報
室
及
び
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
室
と
台
本
作
成
に

向
け
た
打
ち
合
わ
せ
を
行

い
、
二
月
二
十
六
日
に
撮
影

が
無
事
完
了
し
ま
し
た
。

「豊
か
な
自
然
と
歴
史
が

宿
る
ま
ち
」
と
題
し
て
、
濱

田
市
長
が
阪
急
上
牧
駅
か
ら

地
区
内
の
河
川
敷
を
巡
り
、

豊
か
な
上
牧

・
鵜
殿
の
ヨ
シ

原
の
自
然
を
巡
り
ま
す
。
ヨ

シ
原
は
、
鳥
獣
保
護
区

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

多

く

の
野
鳥

が
生
息

し
、
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ

ン
グ
の
メ
ッ
カ
と
な

っ

て
お
り
、
そ
ん
な
様
子

も
見
聞
さ
れ
ま
す
。
古

く
か
ら
ヨ
シ
が
管
楽
器

の
宰
集

（ひ
ち
り
き
）

リ
ー
ド
と
し

て
宮
内

庁

・
伊
勢
神
宮
に
献
上

さ
れ
て
お
り
、
実
物
を

五
領
に
Ｊ
Ｒ
新
駅
と
新
市
街
地

市
が
調
査
費
計
上
し
可
能
性
を
検
討

五
領
地
区
は
、
こ
の
三
月

十
八
日
で
、
新
名
神
が
神
戸

ま

で
開
通
し
た
こ
と
に
よ

り
、
交
通
至
便
の
地
域
と
し

て
、
大
き
く
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
枚
方
に
向

け
て
の
工
事
が
進
ん
で
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
高
槻
市
の
三

月
議
会
で
、
Ｊ
Ｒ
新
駅
と
新

市
街
地
形
成
の
可
能
性
に
つ

い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
と
の

手
に
し
て
の
語
ら
い
。
鵜
殿

の
ヨ
シ
原
保
存
会
の
ヨ
シ
ズ

編
み
や
小
学
校
で
の
体
験
授

業
等
も
紹
介
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
放
映
は
四
月
十
日

か
ら
十
九
日
ま
で
の
十
日
間

０
九
時
、
２
十

二
時
十
五

分
、
０
二
十
二
時
十
五
分
の

一
日
三
回

全
二
十
分
番
組
内

の
約
十
分
程
度
）
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
Ｊ

¨

Ｃ
Ｏ
Ｍ
が
ご
覧
に
な
れ
な
い

世
帯
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

を
通
じ
て
、
高
槻
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。ま

た
、
連
合
自
治
会
で
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
保
有
し
て
い
ま
す
の

で
、
地
区
の
多
く
の
皆
さ
ん

に

「
五
領
の
魅
力
」
を
再
発

見
い
た
だ
け
る
よ
う
、
機
会

を
捉
え
、
地
区
の
イ
ベ
ン
ト

等
で
こ
の
映
像
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

話
が
、
市
長
の
所
信
表
明
で

発
表
さ
れ
、
調
査
費
が
予
算

計
上
さ
れ
ま
し
た
。
場
所
に

つ
い
て
は
、
檜
尾
川
以
東
ど

な
っ
て
お
り
、
今
後
の
動
き

が
注
目
さ
れ
ま
す
。
高
槻
市

施
行
七
十
五
周
年
の
本
年
も
、

地
域
の
動
き
に
目
の
離
せ
な

い
年
に
な
り
そ
う
で
す
。
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平
成
二
十
九
年
度
連
合
自

治
会
の
主
な
行
事
を
紹
介
し

ま
す
。

昨
年
五
月
十
四
一日

「第
三

十
三
回
五
領
地
区
連
合
自
治

会
定
期
総
会
」
が
開
催
さ
れ
、

平
成
二
十
八
年
度
の
事
業
報

告
、
同
決
算
報
告
並
び
に
監

査
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

規
約
の

一
部
改
正
の
後
、

役
員
改
選
で
は
、
会
長
に
上

田
博
夫
、
副
会
長
に
清
田
芳

博
、
谷
川
秀
次
、
長
谷
川
良

隆
、
事
務
局
長
に
柳
田
元
、

会
計
に
北
浦
寿
の
各
氏
が
選

今
年
度
よ
り
五
領
地
区

連
合
自
治
会
長
を
担
当
さ
せ

て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、

上
牧
町
に
住
い
し
ま
す
上
田

博
夫
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

役
員
が
総
入
れ
替
え
と
な

り
、
定
期
総
会
か
ら
二
か
月

後
に
迫
っ
て
い
る

″
五
領
ふ
る

さ
と
祭
リ
ク
が
例
年
通
り
開

催
出
来
る
の
か
と
多
く
の
方

か
ら
心
配
の
声
を
頂
き
ま
し

任

（
い
ず
れ
も
新
任
）
さ
れ
、

顧
間
に
高
須
賀
嘉
章
氏
が
就

任
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
二
十
九
年

度
の
事
業
計
画
案
、
同
予
算

案
が
提
案
。
、産
業
廃
棄
物
焼

却
炉
建
設
反
対
活
動
の
推

進
、
防
災
活
動
の
強
化
、
防

犯
活
動
、
環
境
美
化
活
動
の

推
進
、
五
領
ふ
る
さ
と
祭
り
、

健
康
づ
く
り
活
動
、
文
化
展

と
い
っ
た
計
画
を
審
議
し
、

採
択
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
、
「緑
豊
か
な
五
領

の
ま
ち
へ
あ
ふ
れ
る
笑
顔
―

つ
な
が
る
心
―
」
で
し
た
。

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト

ス
テ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
第

一
部

①
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

②
金
光
大
阪
高
校

軽
音
楽
同
好
会
、
ダ
ン
ス

し
ま
し
た
。
絶
え
ず
新
し
い

考
え
を
持

っ
た
人
が
任
に
あ

た
り
組
織
を
活
性
化
す
る
こ

と
が
目
的
で
す
。

こ
の
五
領
地
区
は
連
合
自

治
会
と
そ
の
他
の
組
織
が
縦

部

・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

③
大
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

④
江
州
音
頭
（小
学
校
児
童
）

⑤
南
中
ソ
ー
ラ
ン
（和
朗
園
）

⑥
沖
縄
三
線

⑦

フ
ラ
ダ

ン

ス

③
和
太
鼓

（天
晴
座
）

・
第
二
部

盆
踊
り

靖
月
会
、
高
槻
江
州
音
頭

保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
の
音
頭

に
の
っ
て
五
領
な
ら
で
は
の

盆
踊
り
。

ま
た
、
模
擬
店
も
、
賑
わ

い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

濱
田
市
長
、
教
育
長
、
市

民
会
議
議
長
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
会
長
等
が
来
場
、
代

表
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

次
年
度
も
、
例
年
の
行
事
を

こ
な
し
つ
つ
、
こ
の
課
題
に
取

り
組
む
べ
き
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
区
の
団
体

の
組
織
活
動

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

に
多
く
の
方
が
参
加
、
目
を

向
け
て
下
さ
る
こ
と
が
こ
の

ク
五
領
地
区
″

の
価
値
を
高

め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
信

ド
メ
に
い
き
十
す
。

「住
み
よ
い
ま
ち
、

′ヽし、
地
よ
い

ま
ち
、
活
気
に
溢
れ
た
ま
ち
」

と
よ
り
感
じ
ら
れ
る
五
領
地
区

に
し
て
参
り
ま
し
ょ
つ
。

七
月
二
十
二
日

「第
二
十
一

回
五
領
ふ
る
さ
と
祭
り
」
が
、

五
領
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の

た
。
役
員
力
を
合
わ
せ
、
ま

た
、
多
く
の
人
か
ら
ご
支
援

を
頂
い
た
結
果
、
天
気
に
も

恵
ま
れ
大
盛

況
の
う
ち
に

終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

役
員
が
ら
に
ま
と
ま
つ
た
瞬

新
メ
ン
バ
ー
で
五
領
の
価
値
を
高
め
よ
う

間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

新
し

い
取
組
み
も
出
来
ず

例
年
通
り
行
う
こ
と
が
精

一

杯

の

一
年

で
し
た
が
、
規
約

改
正
を
行

い
、
任
期
は

一
年

で
最
長
で
も
四
年
で
交
代
と

割
り
に
な
っ
て
お
リ
ヨ

ュヽ
ニ

テ
イ
と
し
て
の
一体
化
を
進
め

な
い
と
、
地
区
全
体
と
し
て

情
報
の
共
有
や
発
信
を
す
る

術
が
あ
―，
ま
せ
ん
）^
防
災
の

視
点
で
も
大
い
に
問
題
で
す
。

十

一
月
二
十
六
日
、
上
牧

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
体
育

館
で
「健
康
ス
ポ
ー
ツ
フ
オ
ー

ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ペ
タ

ビ
ン
ゴ
、
輪
投
げ
な
ど
の
競

第
二
十
八
回

「
五
領
文
化

展
」
（五
領
公
民
館
と
の
共

催
）
が
、
三
月
三
日
、
四
日

に
わ
た
り
、
五
領
公
民
館
で

開
催
さ
れ
、
濱
田
市
長
、
教

育
長
、市
民
会
議
議
長
な
ど
、

多
く
の
観
賞
者
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

今
回

の
文
化
展
は
、

ス

テ
ー
ジ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
二

部
構
成
と
な

っ
て
い
ま
す
。

★
演
舞
朗
々
ラ
イ
ぃフ
る
ア
上
ン

大
正
琴
、
争
、
尺
八
、
詩

吟
、
民
謡
、
大
鼓
、
カ
ラ
オ

ケ
、
コ
ー
ラ
ス
、
ハ
ン
ド
ベ

技
が
あ
り
、
体
育
館
内
で
は
、

「体
組
成
計
」
で
身
体
の
状
態

を
確
認
。
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
ア

ド
バ
イ
ス
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
出
前
健
康
講
座
も

企
画
さ
れ
、
講
座
テ
ー
マ
は

「
足
か
ら
健
康
を
考
え
る
」

で
、
講
師
に
シ
ュ
ー
フ
イ
ツ

タ
ー
の
大
持
進

一
氏
を
迎

え
、
約
六
十
人
が
参
加
し
て

行
い
ま
し
た
。
実
年
齢
測
定

器
の
用
意
や
、
地
区
担
当
保

健
師
、
健
康
推
進
リ
ー
ダ
ー

の
取
り
組
み
で
、
健
康
を
維

持
す
る
た
め
の
楽
し
い
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

ル
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
音
楽
劇

等
の
内
容
。

☆
風
雅
彩
々
あ
―
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー

絵
画
、
水
墨
画
、
写
真
、

陶
芸
、
手
芸
、
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
、生
け
花
、
五
領
中
、
五
領
・

上
牧
小
、
五
領

。
上
牧
幼
稚

園
な
ど
で
、
今
回
も
昨
年
同

様
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。
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一
月
二
十
日

（土
）
五
領

公
民
館
三
階
大
集
会
室
で
、

五
領
地
区

「
防
災

・
減
災

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
共
催
す
る
五
領

公
民
館

の
曽
我
部
浩
史
館

長

の
進
行

の
も
と
、
上
田

博
夫
同
地
区
連
合
自
治
会

長
か
ら
参
加
者

へ

「
巨
大

地

震

発

生

（震

度

六

強
）
、

天
気
は
晴

れ
、
気
温
は
五

度
、
電
気

・
ガ
ス

・
水
道

・

公
共
交
通
機
関
ス
ト

ッ
プ
、

二
～
三
割

の
家
屋
の
倒
壊
。

こ
の
状
況
下
を
想
定
し
な

が
ら
皆
さ
ん
と
家
族
が
何

を
す

べ
き
か
、
何
が
で
き

る
か
等
を
想
定
し
な
が
ら

聴

い
て
く
だ
さ
い
。
」
と

の

説
明
で
開
会
。

来
賓

の
高
須
賀
嘉
章

コ

ミ

ュ
ニ
テ
ィ
市
民
会
議
議

長

（同
地

区
連

合
自
治

会

顧
問
）
か

ら

「
市

民
会

議

が
目
標

を
掲
げ

て
き

た
、

高
槻
市
内
全
域
を
網
羅
す

る
三
十

二
地
区

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
で
地
区
防
災
会

の
設

置
を
昨
年
度
に
完
了
で
き

ム

た
ｃ
今
後
と
も
、
五
領
地

区
で
も
防
災
会
が
基
盤
と

な

っ
て
、
避
難
所
運
営

マ

ニ
ュ
ア
ル
や
地
区
版

ハ

ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
等

の
防
災
活
動
が
活
発
に
展

開
さ
れ
る
よ
う
期
待
す
る
」

と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
二
部
構

成
で
、
第

一
部
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
神

戸
の
絆

・
理
事

（元
神
戸
市

消
防
局
予
防
部
長
）
の
松
山

雅
洋
氏
が

「阪
神

・
淡
路
大

震
災

の
事
例
か
ら
建
物
倒

壊
、
火
災
の
対
応
及
び
避
難

所
運
営
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
基
調
講
演
。
松
山
氏
は
、

同
震
災
時
に
消
防
士
と
し
て

救
助
に
あ
た
っ
た
体
験
や
惨

状
を
当
時
の
写
真
を
用
い
て

紹
介
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の

被
害
は
死
者
六
四
三
四
人
、

負
傷
者
四
三
七
九
二
人
、
建

物
倒
壊
は
、
全
壊
及
び
半
壊

棟
数
二
四
万
九

一
八
〇
棟
、

神
戸
市
内
の
火
災

一
七
五

件
全
焼
六
九
六
五
棟
、
半

焼
八
〇
棟
、
延
焼
損
面
積

八

一
九

。
一
〇
八
ピ
は
、
救

助
活
動
で
は
、
地
震
後
に

救
助
を
必
要
と
し
た
人
は
、

閉
じ
込
め
十
六
万
四
千
人

（自
力
脱
出
十

二
万
九
千

人
、
被
救
助
者
三
万
五
千

人
）
、
そ
し
て
、
市
民
に
よ

る
救
助
は
、
一
一万
七
千
百
人
、

七
七
・五
％
。
救
助
の
基
本

と
し
て
、
安
全
管
理
、
資
機

材
、
応
急
手
当
の
三
点
が
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
な

第
二
部
は
、
上
田
会
長
の

司
会
で
、
「災
害
に
備
え
、
地

域
の
住
民
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

企
業
は
何
を
準
備
し
、
ど
う

取
り
組
め
ば
良
い
の
か
」
を

テ
ー
マ
に
パ
不ヽ
ル
デ
ィ
ス

カ
ツ
シ
ョ
ン
を
実
施
。

パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
、
松
山

氏
を
は
じ
め
地
元
企
業
の
イ

オ
ン
高
槻
店
、
ニ
チ
レ
イ
フ
ー

ズ
関
西
工
場
、
そ
し
て
行
政

避
難
所
に
つ
い
て
は
、
避
難

生
活
で
命
を
守
る
た
め
心
が

け
る
こ
と
等
の
講
演
が
あ
り

ま
し
た
っ

か
ら
危
機
管
理
室
、
五
領
方

面
隊
、
マ

■ヽ
〓
ア
ィ
推
進
室
、

中
消
防
署
五
領
出
張
所
の

方
々
が
一堂
に
介
し
、
「企
業

や
行
政
が
災
害
時
に
で
き
る

こ
と
」
、
「
地
震
発
生
時
の

皆
さ
ん
の
初
動
体
制
」
、
「災

害
に
対
す
る
準
備
や
発
生
時

に
注
意
す
る
こ
と
」
等
を
中

心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か

ら
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
出
席
し
た

一
〇
五
名

の
参
加
者
は
、
真
剣
な
ま
な

ざ
し
で
聞
き
入
り
い
フ
オ
ー

ラ
ム
の
最
後
に
は
、
活
発
な

質
疑
応
答
や
意
見
交
換
も
あ

り
、大
地
震
か
ら
得
た
教
訓
、

地
域
共
助
の
大
切
さ
と
避
難

所
運
営
の
課
題
を
確
認
し
ま

し
た
。

な
お
、
当
日
参
加
さ
れ
た

方
に
、
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト

を
お
願
い
し
ま
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
の
概
要
は
、
別

表
の
と
お
り
で
す
。

コ
メ
ン
ト

¨
五
領
地
区
に
特
化
し
た
内
容
の
ほ
う
が
よ
い
。
資
料
が
見

に
く
か
っ
た
。
救
命
救
護

・
災
害
時
の
具
体
策
等
。

ぜ
大
火
と
な

っ
た
の
か
、
も

し
初
期
消
火
が
行
わ
れ
て
い

た
ら
と
い
つ
た
観
点
か
ら
火

災

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
ｃ

一ぶ
ふ
一ル
一デ
イ
ス
一カ

，
シ
ョ
ン

災
害
に
備
え
た
地
域
の
取
り
組
み

地
元
の
住
民
、
企
業
、
行
政
が
意
見

<ア ンケー ト結果の概要>
′
性男U 男性  538% 女性  463%

年代 10代   0%
20代  13%
30代  63%
40代  175%

代

代

代

代

０

　

０

　

０

　

０

100%
288%
313%
50%

住所 地域内 925% 地域外 75%

講座情報
ソース

広報紙 175%
チ ラシ 202%
ポスター 88%

知人か ら

425%
その他 263%

評価 とてもよかった

600%

よか った

313%

ふつっ 50%
よくなかった

13%
無回答 25%
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こ
の
ベ
ー
ジ
で
は
連
合
自

治
会
が
参
画
す
る
団
体
の
行

事
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
度
の
防
犯

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
防
犯
委
員
研
修

九
月
二
十
六
日
、
防
犯
委

員
研
修
会
が
、
高
槻
市
現
代

劇
場
で
行
わ
れ
奈
良
女
子

大
学
・岡
本
英
生
教
授
か
ら

「災
害
後
の
犯
罪
減
少
と
防

止
活
動
に
つ
い
て
」
と
題
し

講
演
が
あ
り
代
表
が
参
加
し

ま
し
た
。

内
容
は
、
①
な
ぜ
災
害
後

は
犯
罪
が
増
え
る
の
か
②
災

害
後
の
犯
罪
の
内
容
③
災
害

後
の
犯
罪
対
策
に
つ
い
て
④

被
災
者
の
心
理
と
防
犯
、
の

四
つ
の
テ
ー
マ
で
展
開
さ

れ
、
ま
と
め
と
し
て
様
々
な

角
度
か
ら
災
害
後
の
犯
罪
を

分
析
す
る
必
要
が
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

▼
全
国
地
域
安
全
運
動
の
実
施

十
月
十
三
日

「全
国
地
域

安
全
運
動
高
槻
市

・
島
本
町

防
犯
大
会
」
が
″
み
ん
な
で

力
を
あ
わ
せ
て
安
全

。
安
心

ま
ち
づ
く
り
″
を
メ
イ
ン
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
高
槻
市
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
防

犯
委
員
の
代
表
が
参
加
し
ま

し

た
。

大
会
で
は
、
刑
法
犯
罪
は

減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
身

近
な
犯
罪
で
あ
る
子
、
ひ
っ

た
く
り
や
、
子
ど
も
、
女
性

を
狙
っ
た
犯
罪
は
、
増
加
し

て
い
る
と
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
結
成
十
五
年
を

迎
え
た
女
性
防
犯
部
会

「う

の
は
な
」
が
、
野
う
さ
ぎ
の

衣
装
で
、
「
ノ
ー
サ
ギ
（詐
欺
）

音
頭
」
を
披
露
し
喜
ば
れ
ま

し
た
。

▼
歳
末
防
犯
警
戒

各

自

治

会

を
拠
点

に
、

十
二
月
二
十
九
日
、
三
十
日

を
中
心
に
、
歳
末
防
犯
警
戒

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
ｃ
中
心

拠
点

の
五
領
公
民
館
に
は
、

二
十
九
日
、
高
槻
市
、
高
槻

警
察
署
、
防
犯
協
議
役
員
の

激
励

の
訪
間
が
あ
り
ま
し

た
。

十
一月
四
日
、
清
々
し
い
秋

晴
れ
の
も
と
、
「第
三
十
一回

親
子
カ
ー
一バ
ル
」
が
五
領
小

学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
飲
食
コ
ー
ナ
ー
や

ゲ
ー
ム
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

た
く
さ
ん
の
ブ
ー
ス
が
出
展

さ
れ
、
連
合
自
治
会
か
ら
も

ク
綿
菓
子
ク
で
参
加
し
ま
し

た
。
毎
年
恒
例
の
青
空
ヨ
ン

サ
ー
ト
で
は
、
中
学
生
の
司

「第
十
六
回
ホ
ワ
イ
ト
コ
ン

サ
ー
ト
」
が
、
十
二
月
二
十
三

日
、
金
光
大
阪
中
学
校
高

等
学
校
体
育
館
で
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
学
生

の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
発
表
や
、

高
校
生
の
迫
力
あ
る
ダ
ン
ス
、

ま
た
、
中
学
生

上
局
校
生

・

会
の
も
と
、
吹
奏
楽
や
ダ
ン

ス
や
三
校
対
抗
先
生
合
戦
な

ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
こ
の
親
子
カ
ー
一パ
ル

は
地
域
と
学
校
と
保
護
者
の

交
流
を
深
め
る
良
い
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

Ｆ
【〕Ｆ
「一̈

ヨ
」
∽
一の
”
に
よ
る
素

晴
ら
し
い
演
奏
な
ど
、
会
場

全
体

が
暖

か
い
気

持
ち
で

包
ま
れ
ま
し
た
。

「
音
で
つ
な
が
る
五
領
の

絆
―
き
ず
な
―
」
を
テ
ー
マ

に
、
今

回
が
十
六
回
目
と

な
り
ま
す
が
、
ま
さ
に
地

域
を
つ
な
ぐ
大
事
な
イ
ベ
ン

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
槻
市
で
は
、
四
十
歳
～

七
十
四
歳
で
、
国
民
健
康
保

険
化
入
社
の
方
を
対
象
に
地

区
を
巡
回
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
五
領
地
区
で
は
、

六
月
十
九
日
に
実
施
さ
れ
、

受
診
者
は
、
百
名
で
し
た
。

地
域
献
血
を
九
月
十
六
日
、

金
光
大
阪
中
学
校

・
高
等
学

校
及
び
十

一
月
二
十
五
日
、

イ
オ
ン
高
槻
店
に
献
血
車
を

迎
え
献
血
推
進
活
動
に
協
力

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
阪
急

一員
槻
市
駅
ミ
ン
グ
前
な
ど
で
、

街
頭
広
報
と
し
て
、
テ
イ

シ
ュ
を
配
布
し
て
啓
発
に
当

た
り
ま
し
た
。
献
血
に
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
防
災
講
演
会
に
参
加

本
年

一
月
二
十
八
日
、
関

西
大
学
ミ
ュ
ー
ズ
キ
ャ
ン
パ

ス
で
行
わ
れ
た
防
災
講
演
会

に
参
加
し
ま
し
た
。
「
高
槻

だ
か
ら
で
き
る
安
全
　
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
、
有
馬
高
槻
断
層
帯
地
震

や
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

な
ど
、
私
た
ち
が
過
去
に
経

平
成
二
十
八
年
の
特
定
検
診

受
信
者
は
、
百
十

一
名
で
あ

り
、
前
年
に
比
べ
十

一
名
の

減
で
し
た
。
検
診
内
容
は
、

問
診
、
身
体
計
測
、
血
圧
測

定
、
検
尿
、
血
液
検
査
、
心

電
図
検
査
、
眼
底
検
査
で
し

た
。血

圧
測
定
や
尿
検
査
、
血

験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な

巨
大
災
害
の
発
生
が
い
ま
や

現
実
味
を
帯
び
た
脅
威
と
し

て
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
恐
れ
る
と
い
つ

意
識
だ
け
で
巨
大
災
害
に
よ

る
犠
牲
を
減
ら
す
こ
と
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域

を
魅
力
的
に
し
た
い
。
防
災

は
専
門
で
は
な
い
が
、
自
分
た

ち
の
強
み
を
生
か
し
て
、
新
た

に
防
災
事
業
を
始
め
た
い
な

ど
、
前
向
き
な
、
意
識
を
原

動
力
と
し
た
防
災
、
減
災
の

可
能
性
を
考
え
て
み
ま
す
。

▼
社
資
募
集
の
報
告

本
年
度
も
各
自
治
会
の
ご

協
力
に
よ
り
六
十
四
万

一
千

九
百
七
十
三
円
集
ま
り
ま
し

た
。有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
も
よ
ろ
し
ぐ
お
願
い
し

ま
す
。

（高
槻
市
赤
十
字
奉
仕
団
五
領

地
区
連
合
分
団
長
薗
田
建
冶
）

液
検
査
を
無
料
で
受
け
る
こ

と
が
で
き
、
そ
の
結
果
、
メ

タ
ボ
で
な
く
て
も
糖
尿
病
や

脳
卒
中
に
か
か
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
も
分
か
る
こ
と
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、

年
に

一
回
は
、
当
該
検
診
を

受
診
す
る
よ
う
進
め
て
い
ま

す
。

囲
日


